
第
四
章 

 

研 

究 

機 

関 

 
 
 
 

 

（
図
書
と
『
経
済
学
研
究
』） 

 

第
二
節 
九
州
大
学
経
済
学
会 

 

  

主
と
し
て
本
学
部
の
教
官
や
学
生
で
組
織
さ
れ
て
い
る
学
会
に
「
九
州 

大
学
経
済
学
会
」
が
あ
り
、
機
関
紙
と
し
て
『
経
済
学
研
究
』
を
発
行
す 

る
。
こ
の
学
会
の
創
立
に
つ
い
て
は
、
高
橋
教
授
が
そ
の
『
ケ
イ
ン
ズ
貨 

幣
論
の
研
究
』
第
一
版
の
序
文
の
中
で
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、 

総
長
松
浦
鎮
次
郎
の
尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。「
先
生
は
我
々 

が
研
究
発
表
の
便
宜
を
有
し
な
い
の
を
憂
え
ら
れ
て
、
経
済
学
研
究
発
刊 

の
た
め
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
」
と
教
授
は
述
べ
て 

い
る
。 

 

学
会
の
最
初
の
会
則
は
、
そ
の
第
一
輯
に
は
掲
載
さ
れ
ず
、
第
二
輯
に 

掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

九
州
帝
国
大
学
経
済
学
会
々
則 

 
 

第
一
条 

本
会
ハ
九
州
帝
国
大
学
経
済
学
会
ト
称
ス 

 
 

第
二
条 

本
会
ハ
経
済
学
ノ
研
究
及
ヒ
発
表
ヲ
目
的
ト
ス 

 
 

第
三
条 

本
会
ハ
左
の
事
業
ヲ
行
フ 

 
 
 

一
、
雑
誌
「
経
済
学
研
究
」
ノ
発
行
（
但
シ
当
分
年
二
回
） 

 
 
 

一
、
研
究
会
及
ヒ
講
演
会
ノ
随
時
開
催 

 
 
 

一
、
其
他
評
議
会
ニ
於
テ
適
当
ト
認
メ
タ
ル
事
業 

 
 

第
四
条 

会
員 

 
 
 

特
別
会
員 

法
文
学
部
経
済
科
教
授
・
助
教
授
・
講
師 

 
 
 

普
通
会
員 

法
科
、
文
科
教
授
・
助
教
授
・
講
師
及
ヒ
助
手
・
副 

 
 
 
 
 
 

手
・
旧
職
員
、
卒
業
生
・
生
徒
ニ
シ
テ
申
込
ア
リ
タ
ル
者 

 
 
 
 
 
 

一
般
有
志
ニ
シ
テ
会
員
一
名
ノ
紹
介
ア
リ
タ
ル
モ
ノ 

 
 

第
五
条 

機
関 

 
 
 

一
、
会
長 

評
議
員
中
ヨ
リ
互
選 

 
 
 

一
、
評
議
員 

特
別
会
員
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ 

 
 
 

一
、
雑
誌
編
纂･

庶
務･

会
計
委
員
ハ
評
議
員
ニ
於
テ
互
選
ス 

 
 
 

一
、
書
記 

 
 

第
六
条 

会
費
ハ
年
二
円
ト
ス
ル 

 
 

第
七
条 

会
員
ハ
「
経
済
学
研
究
」
ノ
配
布
ヲ
受
ケ
ル 

 
 
 

（
以
下
省
略
） 

こ
の
会
の
主
要
な
目
的
で
あ
る
『
経
済
学
研
究
』
の
発
刊
は
、
昭
和
六 

年
三
月
の
第
一
輯
に
は
じ
ま
り
、
同
年
十
一
月
に
第
二
輯
を
出
し
て
い 



る
。
昭
和
七
年
三
月
に
出
た
第
三
輯
を
第
二
巻
第
一
号
と
し
、
七
年
ま
で 

は
規
定
の
と
お
り
年
二
回
発
行
と
な
っ
て
い
る
が
、
八
年
か
ら
は
年
四
回 

発
行
と
な
り
、
こ
の
方
針
は
昭
和
十
五
年
ま
で
つ
づ
い
た
。
十
六
年
以
後 

は
印
刷
用
紙
の
極
端
な
配
給
制
限
の
た
め
予
定
の
発
行
が
不
可
能
と
な
り
、 

十
六
年
に
二
号
を
発
行
し
た
の
み
で
十
七
年
お
よ
び
十
八
年
は
休
刊
、
十 

九
年
に
二
号
、
二
十
年
に
一
号
、
二
十
一
年
は
休
刊
、
二
十
二
年
一
号
、 

二
十
三
年
二
号
、
二
十
四
年
は
一
・
二
号
お
よ
び
三
・
四
号
を
お
の
お
の 

合
併
号
と
し
て
発
行
し
て
い
る
。
二
十
五
年
（
第
十
六
巻
）
に
い
た
っ
て 

も
と
の
四
号
発
行
に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
の
発
行
は
順
調 

に
進
み
、
こ
と
に
経
済
学
部
の
独
立
後
は
学
生
数
・
卒
業
生
数
と
も
に
増 

加
し
、
ま
た
大
学
院
の
設
置
に
よ
っ
て
学
生
の
数
も
増
し
た
た
め
に
会
員 

も
一
、
〇
〇
〇
名
を
数
え
る
に
い
た
っ
た
。
会
費
も
貨
幣
価
値
の
変
動
に 

伴
っ
て
変
更
さ
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
年
間
の
会 

費
を
一
、
〇
〇
〇
〇
円
と
し
、
昭
和
三
六
年
度
以
後
は
、
そ
の
年
間
の
発 

行
回
数
を
六
回
と
し
て
い
る
。 

 

な
お
、
現
行
の
会
則
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

  
 

九
州
大
学
経
済
学
会
会
則 

第
一
条 

本
会
は
九
州
大
学
経
済
学
会
と
い
う 

第
二
条 

本
会
は
経
済
学
の
研
究
及
び
発
表
を
目
的
と
す
る 

第
三
条 

本
会
は
次
の
者
を
も
っ
て
組
織
す
る 

 
 

一
、
雑
誌｢

経
済
学
研
究｣

の
発
行 

 
 

一
、
研
究
会
及
び
講
演
会
の
随
時
開
催 

 
 

一
、
其
他
評
議
員
会
が
適
当
と
認
め
た
事
業 

第
四
条 

本
会
は
次
の
者
を
も
っ
て
組
織
す
る 

 
 

一
、
九
州
大
学
経
済
学
部
名
誉
教
授
・
元
教
授 

 
 

一
、
九
州
大
学
経
済
学
部
教
授
・
助
教
授
・
講
師 

 
 

一
、
九
州
大
学
経
済
学
部
学
生 

 
 

一
、
右
の
外
申
込
の
あ
っ
た
者 

第
五
条 

本
会
に
次
の
機
関
を
置
く 

 
 

一
、
会
長 

評
議
員
の
な
か
か
ら
互
選
す
る 

 
 

一
、
評
議
員 

九
州
大
学
経
済
学
部
教
授
・
助
教
授
・
講
師
を
も 

 
 
 

っ
て
あ
て
る 

 
 

一
、
雑
誌
編
集
・
庶
務
・
会
計
委
員 

評
議
員
会
に
お
い
て
互
選 

す
る 

 
 

一
、
会
計
監
査 

評
議
員
会
に
お
い
て
互
選
す
る 

 
 

一
、
書
記 



第
六
条 

会
費
は
年
額
一
〇
、
〇
〇
〇
円
と
し
、
学
生
は
そ
の
半
額
と 

 
 
 

す
る 

第
七
条 

会
員
は
雑
誌
「
経
済
学
研
究
」
の
配
布
を
受
け
る 

第
八
条 
本
会
規
則
に
改
正
及
び
変
更
は
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
る 

第
九
条 
本
会
の
事
務
所
を
九
州
大
学
経
済
学
部
事
務
室
に
置
く 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
昭
和
五
三
年
十
二
月
一
日
発
行 

｢

筥
崎
松
原
の
青
春｣

よ
り
抜
粋
） 


